教材番号　　刑事一般№1
対象　　　　中・高
被告人は犯人か？～バールを凶器とする強盗致傷事件
１　事例
　　ある日の午後9時ころ、被害者は、両親が不在のため、一人で自宅にいました。

　　玄関のチャイムが鳴ったので、玄関に出たところ、いきなり殴られ、そのまま気を失ってしましました。

　　そして、被害者の自宅からは、バールのようなものでタンスがこじ開けられており中にあった現金10万円と音楽ＣＤが盗まれていることが判明しました。

　　被告人は、自分はやっていないと犯行を否認しています。

　　しかしながら、被告人の自宅からは、バールと被害者宅から盗まれたものと同じ音楽ＣＤが発見されています。

　　被告人は、この住居侵入・強盗致傷事件の犯人なのでしょうか？

２　テーマ・ポイント

　　刑事事件の事例を通じて、刑事裁判がどのようなものかを理解してもらうともに、証拠の評価を行い、被告人が犯人であるかを議論し、判断してもらう。
３　授業の進め方

　　模擬裁判を行い、検察側の主張、弁護側の主張を聞いてもらう。

　　そして、検察側の被告人が犯人であるという立証は十分なのか、弁護側の主張に根拠はあるかを議論してもらう。

　　そのうえで、被告人が犯人かどうかについて、結論を出してもらう。
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